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ダイズモザイクウイルス抵抗性の納豆用極小粒ダイズ
新品種「すずかおり」の育成
河野　雄飛＊１）・湯本　節三＊１）・高田　吉丈＊１）・加藤　　信＊１）
島田　信二＊２）・境　　哲文＊３）・島田　尚典＊４）・高橋　浩司＊２）
故 足立大山＊５）・田渕　公清＊６）・菊池　彰夫＊７）・中村　茂樹＊８）
伊藤美環子＊９）・番場　宏治＊10）
抄　録：「すずかおり」は，1992 年にダイズモザイクウイルス抵抗性で小粒・良質の「刈交 778F5」を
母に，東北地方の納豆用の極小粒品種「コスズ」を父として人工交配を行い，以後，選抜・固定を図り，
育成した品種である。本品種はダイズモザイクウイルスのA，B，CおよびDの各系統に抵抗性であり，
「コスズ」と比べ倒伏抵抗性が強い。子実収量は育成地では転換畑において「コスズ」とほぼ同じ，普
通畑において「コスズ」より多収であり，山形県では「鈴の音」より多収である。
粒の大きさは「コスズ」と同じ“極小”に属し，臍色は“黄”，種皮色は“黄白”である。裂皮の難易
は「コスズ」より優れる“難”で，外観品質は「コスズ」と同じ“中の上”である。子実中の粗蛋白質
含有率，粗脂肪含有率ともに中で，納豆加工適性は“良好”である。
栽培適地は東北中南部である。2004 年に認定品種として採用した山形県では，ダイズモザイクウイ
ルスC，D系統が分布しているため，これらに抵抗性を示さない既存の納豆用品種「コスズ」，「鈴の音」
の導入は困難であり，この点が改善された本品種の普及を進める。本品種は東北地方におけるダイズモ
ザイクウイルスC，D各系統に抵抗性を有するはじめての納豆用品種である。
キーワード：極小粒，納豆加工適性，新品種，ダイズ，ダイズモザイクウイルス抵抗性
A New Small-seed Soybean Cultivar,“Suzukaori,”with Resistance to Soybean Mosaic Virus：Yuhi
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Abstract：A new soybean ［Glycine max（L.）Merr.］ cultivar called“Suzukaori,” registered as
“Soybean  Norin  127,” was developed for the use of fermented soybeans in  2004  at the National
Agricultural Research Center for Tohoku Region.“Suzukaori”was derived from the cross of“Kariko
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Ⅰ 緒　　　言
国産の納豆用小粒大豆については堅調な需要があ
り，東北地域では岩手，宮城および秋田県を中心に
極小粒品種「コスズ」（長沢ら　1987）が作付けさ
れている。また，岩手県では早熟な小粒品種「鈴の
音」（中村ら　1996）が奨励品種に採用されている。
しかし，両品種ともダイズモザイクウイルスの C，
D の二つの病原系統に抵抗性を持たないため，両
系統が分布する東北南部での普及を困難にしている
（田渕　1998，御子柴　2001）。また，「コスズ」は
耐倒伏性が弱く栽培しにくい難点がある。
そのため，東北農業研究センターでは，東北南部
でも普及可能なダイズモザイクウイルスに強く耐倒
伏性に優れた納豆用の極小粒品種の育成を進めてき
た。このたび，これらの条件を満たす優良品種「す
ずかおり」（だいず農林 127 号）が 2004 年 9 月に命
名登録され，山形県の認定品種に採用された。そこ
で品種登録と認定品種採用を機に，本品種の来歴，
育成経過，特性について報告し，普及および今後の
品種育成の参考に供する。
本品種の育成に当たり，山形県立農業試験場水田
営農研究部（現山形県農業総合研究センター農業環
境研究部）斎藤博行氏，阿部吉克氏，鈴木雅光氏お
よび相澤直樹氏，庄内支場の柴田康志氏，山形県農
業研究研修センター中山間地農業研究部の上林儀徳
氏および古賀千博氏，現地試験に携わった中場理恵
子氏，武田公智氏および長谷川正俊氏には奨励品種
決定調査をはじめ各種試験の実施を通じ，その特性
把握と栽培方法の改善にご尽力いただいた。また，
系統適応性検定試験，特性検定試験に当たられた関
係国公立農業試験研究機関の担当者各位には多大な
ご協力をいただいた。さらに育成地職員の鎌田精孝，
大嶋清悦，千葉剛，佐藤英次，加藤昭，藤井修，佐
藤光晴，高橋明浩，高貝久穂，佐藤康孝，高橋武志
の各氏には育種業務の遂行にご尽力いただいた。こ
こに記して深く感謝する。
Ⅱ 来歴および育成経過
１．来　　　歴
「すずかおり」は，1992 年に東北農業試験場作
物開発部大豆育種研究室（現東北農業研究センター
水田利用部大豆育種研究室（刈和野試験地））にお
いて，ダイズモザイクウイルス抵抗性で耐倒伏性に
優れる納豆用極小粒品種の育成を目標に，ダイズモ
ザイクウイルス抵抗性で耐倒伏性，小粒，良質の
「刈交 778F5」を母に，納豆用の極小粒品種「コス
ズ」を父として人工交配を行い，以後，選抜・固定
を図って育成した品種である（図１）。
２．育 成 経 過
納豆用極小粒品種の育成が目標なので、粒が小さ
く裂皮が少ない系統を選抜し、浸漬して石豆（浸漬
778 F5”x“Kosuzu,”selected for resistance to both Soybean Mosaic Virus（SMV）and lodging. It is
classified in group Ⅱ in terms of maturity. It has a medium stem height with determinate growth. It
is resistant to SMV（strains A, B, C, and D）．It shows similar productivity to“Kosuzu,”which is a
leading  cultivar for fermented soybeans,  in  drained paddy fields,  and  higher productivity  than
“Kosuzu” in upland fields.  The seeds of “Suzukaori” are very small and dull whitish yellow with
yellow hila. The protein and oil content of“Suzukaori”is medium. It has good stability for fermented
soybeans. It would show good productivity in the middle and southern parts of the Tohoku district.
“Suzukaori” is  the  first cultivar for fermented soybeans in the Tohoku district that is resistant to
SMV strains C and D. It was released in 2004 as a new recommended cultivar inYamagata prefecture.
Key Words：Glycine,  Very small-size seed,  New cultivar,  Soybean,  Soybean  mosaic  virus  resistance,
Fermented soybean suitability
図１ 「すずかおり」の系譜
＊：中国吉林省農業科学院育成
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しても吸水しない子実）が出た系統は廃棄する等特
別の配慮を行った。
1999，2000 年には「刈系 637 号」として生産力
検定予備試験，系統適応性検定試験および特性検定
試験等に供試した結果，ダイズモザイクウイルスに
強く耐倒伏性も優れたことから 2001 年に「東北
148 号」の地方番号を付し，以後，生産力検定試験
や奨励品種決定調査等に供試してきた。2003 年に
おける世代は F11 である（表１）。2003 年に主要な
形質について系統間および個体間の変異を検討した
結果（表２），実用的に支障のない程度に固定して
いるものと認められた。
2004 年に「すずかおり」（だいず農林 127 号）と
命名登録され，山形県の認定品種に採用された。
Ⅲ 特性の概要
１．形態的および生態的特徴
「すずかおり」と標準・比較品種の主要な形態的
および生態的特性について，表３および表４に示し
た。いずれも「種苗特性分類調査報告書　だいず」
（だいず種苗特性分類調査委員会 1995）に従い，原
則として育成地での調査結果に基づいて分類した。
１）形態的特性
胚軸色および花色は“紫”，小葉の形は“円葉”，
毛茸色は“白”，その多少は“中”で，いずれも
「コスズ」と同じである。主茎長と主茎節数は「コ
スズ」の“長”と“多”に対し，それぞれ“中”で
ある。分枝数は“多”で「コスズ」と同様である。
伸育型は“有限伸育型”で，熟莢色は“淡褐”であ
る。粒の大小は「コスズ」と同じ“極小”に属し，
粒形は“球”である。種皮色および臍色はそれぞれ
「コスズ」と同じ“黄白”および“黄”で，その光
沢は“弱”である。
２）生態的特性
開花期は「コスズ」の“中の晩”に対し“中”で，
成熟期は「コスズ」と同じ“中”である。生態型は
“中間型”である。倒伏抵抗性は「コスズ」の“中”
に対し“強”，裂莢の難易は同じ“中”である。最
下着莢節位高は「コスズ」の“中”に対し“低”で
ある。ダイズモザイクウイルスのＡ，Ｂ，Ｃおよび
Ｄ系統に対しそれぞれ抵抗性で，ウイルス病圃場抵
抗性は「コスズ」の“中”に対し“強”である。ダ
イズシストセンチュウ抵抗性は「コスズ」と同じ
“弱”である。子実収量は「コスズ」に比較して，
表１ 育成経過
表２ 固定度に関する調査成績（育成地）
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水田転換畑では同程度であるが，普通畑標準播種期
（以下，標準播と略す）と普通畑晩播ではやや多収
である。
２．品質と加工適性
１）粒大，裂皮性および子実成分
「すずかおり」の育成地での粒度分布は，粒大が
“極小”に属する「コスズ」とほぼ同じか，若干粒
度が小さい方に偏っている（表５）。また，「すずか
おり」の子実の幅／長さ，厚さ／幅の２つの値から，
粒形は“球”に分類される（表６）。
育成地における生産力検定試験，山形県の試験成
績から外観品質はほぼ「コスズ」並の“中上”と判
定される。また，これらの試験の裂皮発生程度およ
び吸水裂皮検定法（村田ら　1991）による成績（表
表５ 粒度分布（育成地）
表３ 形態的特性
表４ 生態的特性
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７）から，「すずかおり」の裂皮の難易は「コスズ」
よりも優れ，「鈴の音」並の“難”と判定される。
「すずかおり」の粗蛋白質含有率は，“中”の標
準品種である「スズユタカ」と比べ普通畑標準播，
転換畑標準播では高く，普通畑晩播ではほぼ同等で
あったが，いずれも“高”の標準品種である「エン
レイ」よりは低く，分類上「スズユタカ」と同じ
“中”に属する（表８）。粗脂肪含有率は「コスズ」
よりは高いが，“中”の標準品種である「スズユタ
カ」よりやや低いかほぼ同等であり，分類上も同じ
“中”に属する。
２）納豆加工適性
納豆加工適性については，育成地における石豆検定
試験，国産大豆協議会品質評価分科会における茨城
県工業技術センターおよび納豆製造業 2社の納豆加
表６ 粒形調査成績（育成地）
表７ 吸水裂皮検定法による裂皮性試験成績（育成地）
表８ 子実成分検定試験成績（育成地）
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工適性試験，山形県における県内実需者による納豆
加工試験を実施した。育成地における石豆検定試験
では，「すずかおり」は「コスズ」，「鈴の音」と同
様に納豆加工の際に問題となる石豆（浸漬しても吸
水しない子実）の発生は見られなかった（表９）。
茨城県工業技術センターにおいて 2001 年，2002
年の２か年にわたって納豆加工試験を行ったとこ
ろ，育成地産「すずかおり」，「コスズ」とも蒸煮後
（煮豆），発酵後（納豆）の硬さと色調には問題なく
（表 10），重量増加比も問題なかった（表 11）。官能
評価においても「コスズ」で少しアンモニア臭が感
じられることがあるのに対し「すずかおり」は色に
差があるが問題になるほどではなく，他は全国標準
品種の「スズマル」と差がないと評価された（表
12）。以上より「すずかおり」の納豆加工適性が
「スズマル」並であることから，国産大豆協議会品
質評価分科会から２か年にわたり“好適”と判定さ
れた。
表９ 石豆検定試験成績（育成地）
表 10 茨城県工業技術センターによる納豆加工試験（硬さおよび色調）
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関東 T 社の試験では，育成地産「すずかおり」
は納豆硬度，官能評価の硬さの点で「コスズ」と比
較して顕著な差はなかった。また，「コスズ」，「鈴
の音」と同等の優れた軟化率（納豆硬度／煮豆硬度）
を示すことから充填適性に優れていた（表 13）。評
価者のコメントによれば，劣化の指標であるシャリ
つき（チロシンの析出によるざらつき）が 10 日目
まで感じられず，風味についてもやや濃くなるが極
端な劣化はないことから，日持ちについても問題な
いとされた。
東北Y社の試験では，「すずかおり」は「鈴の音」
と比較して浸漬大豆不良率が低く，育成地産「すず
かおり」煮豆の色が優れており，「鈴の音」に見ら
れるくずれがなかった（表 14，15）。納豆では味と
総合評価で育成地産「コスズ」に及ばないものの，
硬さ，色および総合評価では「鈴の音」と比較して
高い評価を得ており，高い軟化率を示し（表 16），
皮がしっかりとしてくずれが少なく充填適性に優れ
ており，日持ちも問題ないという評価を得た。
山形県内実需者の試験では，2002 年に県内で収
穫された山形県産「すずかおり」は色や外観が良く，
総合評価も良好であるとの評価を得た（表 17）。
以上から，「すずかおり」は納豆の製造し易さ，
官能評価，日持ち等は概ね良好であり，納豆加工適
性は良好であると判断される。
表 11 茨城県工業技術センターによる納豆加工試験（重量増加比）
表 12 茨城県工業技術センターによる納豆加工試験（官能評価）
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表 13 実需者による納豆加工試験（関東T社）
表 14 実需者による納豆加工試験（原料評価，東北Y社）
表 15 実需者による納豆加工試験（煮豆，東北Y社）
表 16 実需者による納豆加工試験（硬度，色調および官能評価,東北 Y社）
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３．病虫害抵抗性
１）ダイズウイルス病抵抗性
山形県立農業試験場および長野県中信農業試験
場で実施された圃場におけるダイズウイルス病抵
抗性検定試験での生育中の発病程度と褐斑粒の発
生程度から，抵抗性はそれぞれ“強”あるいは
“極強”と判定された（表 18，19）。また，育成地
におけるダイズモザイクウイルス病原系統別の人
工接種試験から，「すずかおり」はダイズモザイク
ウイルスの A，B，C，D 各病原系統に抵抗性を有
すると判定された（表 20）。以上の結果を総合的に
判断し，「すずかおり」のウイルス病抵抗性は“強”
と判定される。
２）ダイズシストセンチュウ抵抗性
北海道十勝農業試験場によるダイズシストセン
チュウ（Heterodera glycines Ichinohe）抵抗性検
定試験圃におけるレース３の寄生度指数（表 21），
栃木県農業試験場黒磯分場における葉色の黄化程度
表 17 山形県内実需者による納豆の官能評価（2003 年）
表 18 ダイズモザイク病抵抗性検定試験成績（山形県立農業試験場）
表 19 ダイズウイルス病抵抗性検定試験成績（長野県中信農業試験場）
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および減収程度（表 22），並びに育成地ポット試験
における寄生度指数（表 23）等について，標準品
種との比較から総合的に判断して，「すずかおり」
のシストセンチュウ抵抗性は“弱”と判定される。
３）紫斑病抵抗性
福島県農業試験場会津支場における紫斑病
（Cercospora kikuchii Matsumoto et Tomoyasu）
抵抗性検定試験において，標準播種と晩播および散
水による発病促進処理における紫斑病発病率の指標
品種「赤莢（長野）」，「タマヒカリ」，「スズユタカ」
および「エンレイ」との比較から，「すずかおり」
の紫斑病抵抗性は“やや強”と判定される（表 24）。
表 20 ダイズモザイクウイルスの病原系統別抵抗性
検定試験成績（育成地）
表 21 ダイズシストセンチュウ・レース３抵抗性検
定試験成績（北海道立十勝農業試験場)
表 22 ダイズシストセンチュウ抵抗性検定試験成績（栃木県農業試験場黒磯分場）
表 23 ダイズシストセンチュウ抵抗性検定試験成績
（育成地）
表 24 紫斑病抵抗性検定試験成績（福島県農業試験
場会津支場）
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４）大豆立枯性病害抵抗性
岩手県立農業試験場（現岩手県農業研究センター）
における大豆立枯性病害抵抗性検定試験結果におけ
る発病株率と発病度および指標品種との比較から，
「すずかおり」の立枯性病害抵抗性は“やや強”と
判定される（表 25）。
４．機械化適性
コンバイン収穫の際に重要となる最下着莢節位高
は，「すずかおり」は“中”の標準品種「スズユタ
カ」よりは低く，“低”と判定される（表 26）。ま
た，裂莢の難易は温風乾燥処理による裂莢率（小山
ら　1971）から“中”の標準品種「スズユタカ」と
同程度の“中”と判定される（表 27）。
以上より「すずかおり」は最下着莢節位高が低い
ことからコンバイン収穫時には刈高さに注意する必
要があると判断される。
Ⅳ 生産力と栽培特性
１．育成地における成績
育成地において，普通畑標準播種，普通畑晩播お
よび転換畑標準播種で生産力検定試験を実施した。
普通畑標準播では「すずかおり」は「コスズ」と
比べ，開花期は５日，成熟期は１日早かった。主茎
長は「コスズ」より 20 ㎝短かく，主茎節数は約３
節少なかった。分枝数は「コスズ」とほぼ同じであ
った。蔓化は見られず，倒伏程度は「コスズ」より
少なかった。子実収量は「コスズ」より 13 ％多収
であった。百粒重は「コスズ」と同じであった。品
表 25 ダイズ立枯性病害抵抗性検定試験成績（岩手
県立農業試験場）
表 26 最下着莢節位高調査成績（育成地）
表 27 温風乾燥処理による裂莢性検定（育成地）
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質は「コスズ」と同じ中の上であった（表 28，29）。
ムギ後ダイズ栽培を想定した普通畑晩播では，
「すずかおり」は「コスズ」と比べ，開花期は４日
早く，成熟期は同じであった。主茎長は「コスズ」
より 11 ㎝短かった。主茎節数は「コスズ」より約
１節少なかった。分枝数は「コスズ」より少なかっ
た。蔓化は見られず，倒伏程度は「コスズ」より小
さかった。子実収量は「コスズ」より 13 ％多収で
あった。百粒重は「コスズ」と同じであった。品質
は「コスズ」と同程度であった（表 30，31）。
表 28 普通畑標準播における生育，収穫物および品質調査成績
表 29 普通畑標準播の耕種概要
表 30 普通畑晩播における生育，収穫物および品質調査成績
表 31 普通畑晩播の耕種概要
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転換畑標準播では「すずかおり」は「コスズ」と
比べ，開花期は５日，成熟期は４日早かった。主茎
長は「コスズ」より 19 ㎝短かった。主茎節数は
「コスズ」より約２節少なかった。分枝数は「コス
ズ」より少なかった。蔓化は見られたが「コスズ」
ほどではなく，倒伏程度は「鈴の音」と同程度で，
「コスズ」より少なかった。子実収量は「コスズ」
より３％多収であった。百粒重は「コスズ」とほぼ
同じであった。品質は「コスズ」と同じ“中の上”
であった（表 32，33）。
以上から，「すずかおり」は「コスズ」とほぼ同
じ成熟期であり，倒伏抵抗性は強く普通畑で多収で
あり，百粒重，外観品質が同等であることが明らか
となった。
２．採用県（山形県立農業試験場等）における成績
１）山形県立農業試験場，山形県立農業試験場
庄内支場，山形県立農業研究研修センター中
山間地農業研究部における成績
「すずかおり」は 2001 ～ 2003 年の３か年にわたり
山形県立農業試験場（山形市），2002 ～ 2003 年の
２か年にわたり同庄内支場（藤島町），2001 ～ 2002
年の２か年にわたり山形県立農業研究研修センター
中山間地農業研究部（新庄市）において奨励品種決
定調査に，「鈴の音」と共に供試された。
成熟期は「鈴の音」と比べ，山形県立農業試験場
では 10 日，庄内支場では７日，中山間地では 12 日
遅かった。いずれの試験場所においても「すずかお
り」は「鈴の音」と比べて主茎長が短いが，主茎節
数はほぼ同じであった。倒伏程度は中山間地を除き
「すずかおり」は「鈴の音」より軽度であった。
子実重は「鈴の音」対比で，山形県立農業試験場
で 11%多収，庄内支場で１%少収，中山間地で３%
少収であった（表 34，35）。
２）山形県内の現地試験成績
2003 年に中山町，米沢市の奨励品種決定調査現
地試験に「鈴の音」と共に供された。山形県立農業
試験場や各支場での成績と同様に，成熟期は「鈴の
音」より遅く，主茎長は短かった。子実重はいずれ
も 13%の多収であり，品質は同じかやや劣ってい
た（表 36，37）。
以上のように，山形県内の奨励品種決定調査の成
績から，「すずかおり」は「鈴の音」よりも多収傾
向にあり，品質は同等であることから，「すずかお
り」の優位性が認められた。
表 32 転換畑標準播における生育，収穫物および品質調査成績
表 33 転換畑標準播の耕種概要
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表 34 山形県立農業試験場等における試験成績
表 35 山形県立農業試験場等の耕種概要
表 36 山形県内の現地調査における試験成績
表 37 山形県内の現地試験の耕種概要
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３．奨励品種採用県以外における概評
奨励品種決定調査に 2001 年と 2003 年の２か年計
５箇所で試験された。標準品種と比較して主茎長は
短く，倒伏程度は小さい傾向にあったが，収量は場
所によって異なった（表 38，39）。
Ⅴ 命名の由来
莢が「鈴」なりに稔って，生産者に豊作をもたら
し，美味しさおよび「香り」に優れる納豆を消費者
に提供して，本品種が広く普及することを願って，
「すずかおり」と命名した。英字表記は「Suzukaori」，
漢字表記は「鈴香」とする。
本品種は，ダイズの主要病害虫であるダイズモザ
イクウイルスに強く，既存の納豆用品種と比較して
多収であり，栽培農家にとって望ましい特性を有し
ている。さらに，納豆加工適性が良好であるために，
実需者にとってもメリットがある。そして，安全安
心な国産ダイズを望む消費者にとっても本品種の普
及により希望の納豆が入手可能になる。
Ⅵ ま　と　め
１．適　　　地
「すずかおり」はダイズモザイクウイルスのA，
B，CおよびD系統に対し抵抗性を有していること，
成熟期が中生であること等から，東北中南部が栽培
適地と判断される。
２．栽培上の留意点
「すずかおり」の最下着莢節位高は低いため，コ
表 38 山形県以外における試験成績
表 39 山形県以外における耕種概要
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ンバイン収穫時には土を巻き込まないように刈高さ
に注意する。また，「すずかおり」はダイズシスト
センチュウ抵抗性を有していないため，栽培にあた
っては連作を避け，センチュウ汚染圃での栽培は避
ける必要がある。
３．期待される効果
2004 年現在，山形県における大豆の作付け面積
は 7230ha で，納豆用小粒品種の作付けは無い。そ
のため，県内の納豆業者からは地元産の納豆専用小
粒品種を要望する声が強い。東北地域の納豆用小粒
大豆品種には，岩手県や宮城県および秋田県を中心
に作付けされている極小粒品種「コスズ」と，岩手
県で奨励品種に採用されている早熟な小粒品種「鈴
の音」がある。しかし，両品種ともダイズモザイク
ウイルスの４系統（Ａ，Ｂ，ＣおよびＤ）のうちＡ
系統とＢ系統に抵抗性を有するが，Ｃ系統とＤ系統
に抵抗性を持たない。そのため，Ｃ系統とＤ系統が
分布する山形県ではこれら品種の導入は困難であ
る。また，「コスズ」は耐倒伏性が弱く栽培しにく
い難点がある。
「すずかおり」は，「コスズ」よりも短茎で耐倒
伏性が優り，収量性にも優れ，ダイズモザイクウイ
ルスの４系統に抵抗性を有する。また，子実は「コ
スズ」並の極小粒で納豆加工適性も優れる。これら
のことから，山形県で「すずかおり」が奨励品種
（認定品種）に採用さたことで，同県における良質
な納豆用小粒大豆の生産が可能となり，県産大豆の
需要拡大と地元納豆製造業の発展に貢献することが
期待される。なお，山形県では本品種の定着・普及
を促進するため，行政と生産者，実需者が一体とな
った取組み（「すずかおりプロジェクト」）が進めら
れている。
山形県以外の東北各県では納豆用品種候補として
「すずかおり」の姉妹系統である「東北 146 号」の
奨励品種決定調査が行われていたが，「すずかおり」
が山形県の認定品種に採用された後「すずかおり」
も同時に奨励品種決定調査が継続されている。
４．今後の課題
「すずかおり」は最下着莢節位高が低くダイズシ
ストセンチュウ抵抗性も有していないので，最下着
莢節位高を高めたダイズシストセンチュウ抵抗性を
有する品種を育成する必要がある。また，耐倒伏性
にも改善する余地があり、さらに収量・品質・加工
適性が向上した納豆用品種の育成を目指す。
Ⅶ 育成関係者
育成従事者と担当世代を表 40 に示した。
表 40 育成従事者
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写真１ ダイズ「すずかおり」の草本と子実の形態
（2003 年　東北農業研究センター　刈和野試験地産）
備考： 2003 年５月 25 日播種，畦幅 75 ㎝，株間 16 ㎝，１株２本立
▲左：コスズ　　中：すずかおり　　右：鈴の音
（バーは 10 ㎜）
ë左：コスズ　　中：すずかおり　　右：鈴の音
